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◆
子
ど
も
に
多
い

歩
行
中
や
自
転
車
の
事
故

　

歳
以
下
の
子
ど
も
の
交
通
事

１５
故
死
者
数
は
、近
年
、減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。そ
の
一
方
で
、交
通
事

故
に
よ
る
負
傷
者
数
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

子
ど
も
の
交
通
死
亡
事
故
で
最

も
多
い
の
は
歩
行
中
で
す
。
歩
行

中
の
事
故
の
う
ち
、
歩
行
者
側
の

原
因
を
見
て
み
る
と
、「
飛
び
出

し
」「
横
断
違
反
」「
信
号
無
視
」

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
で
は
、

自
転
車
乗
用
中
の
負
傷
者
が
多
い

の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
自
転
車

側
の
原
因
を
見
て
み
る
と
、「
安
全

運
転
義
務
違
反
」「
一
時
不
停
止
」

「
信
号
無
視
」
が
主
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
、歩
行
中
、自
転
車
乗
用
中

い
ず
れ
も
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル

の
違
反
が
大
多
数
を
占
め
て
い
ま

す
。子

ど
も
の
交
通
事
故
の
う
ち
、

特
に
６
歳
未
満
の
幼
児
に
つ
い
て

は
、
自
動
車
同
乗
中
に
死
傷
す
る

ケ
ー
ス
が
最
も
多
く
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
使
用
の
徹
底
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

◆
子
ど
も
と
一
緒
に
見
直
す

交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ 

子
ど
も
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
た
め
に
は
、
子
ど
も
自
身
が
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
も
ち
、

交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
る
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。
新
入

学
と
い
う
時
期
は
、
そ
う
し
た
交

通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
、
と
て

も
大
切
な
時
期
で
も
あ
る
の
で
す
。

交
通
ル
ー
ル
は
、
交
通
事
故
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
、歩
行
者
、自

動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
な
ど
、
道

路
を
利
用
す
る
人
み
ん
な
が
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
約
束

で
す
。

道
路
を
歩
く
と
き
は
歩
道
を
歩

く
。
歩
道
の
な
い
道
路
で
は
右
側

を
歩
く
。
横
断
す
る
と
き
は
左
右

を
確
認
す
る
。
横
断
歩
道
以
外
で

横
断
し
な
い
。
赤
信
号
で
は
横
断

し
な
い
。
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
、
子

ど
も
と
一
緒
に
身
近
な
道
路
を
歩

き
な
が
ら
、
こ
う
し
た
基
本
的
な

交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
一
つ
一

つ
教
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
は
大
人
の
行
動

を
見
な
が
ら
物
事
を
覚
え
て
い
く

も
の
で
す
。
大
人
自
ら
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
の

お
手
本
と
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
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わたしたちのねがい

美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう

湯
沢
町
町
民
憲
章
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春
は
新
入
学
の
季
節
で
す
。新
1
年
生
は
道
路
の
一
人
歩
き
も

ま
だ
不
慣
れ
。毎
日
通
う
学
校
ま
で
の
道
路
に
も
危
険
や
不
安
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
に
交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
教
え
、き
ち
ん
と
守
ら
せ
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
身
近
な
道
路
を
歩
き
な
が
ら
、
子
ど
も
と
一
緒

に
、
交
通
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
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子
ど
も
と
一
緒
に

も
う
一
度　

交
通
安
全
の
確
認
を 

平成１７年春の全国交通安全運動 

４月６日～１５日の１０日間は「春の全
国交通安全運動」です。春の全国交通安
全運動では、「子どもと高齢者の交通事
故防止」を基本とするほか、「二輪車の
安全利用の推進」と「シートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹
底」を全国重点と定め、交通安全運動を
推進していきます。　 

主

な

内

容

主

な

内

容

年に一度は人間ドック・・・・・・・・・・・・２
建設課からお知らせ・・・・・・・・・・・・・３
納税者の皆さんへ・・・・・・・・・・・・・・４
心身障害者タクシー利用券・・・・・・・・・・５
健康ほっと情報・・・・・・・・・・・・・・・６
温水健康体操教室参加者募集・・・・・・・・・７
水道課からのお知らせ・・・・・・・・・・・・８
お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・９～１２
４月の暦・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３
４月の救急診療当番・・・・・・・・・・・・・１４



(2）広報ゆざわ　H１７．３．２７

近くて便利な湯沢町保
健医療センターをお勧
めします。

�

湯沢町保健医療センター・追加検査一覧表湯沢町保健医療センター・追加検査一覧表　（消費税は含まれていません。）
検査料金検査方法関連疾患検査項目

追加料金３，０００円
で胃X線検査から
変更できます。

胃カメラ（ファイバースコープ）で胃
や十二指腸の内部を直接観察して診
断します。

食道炎・食道潰瘍
食道がん・胃炎・胃潰瘍
胃がん・十二指腸潰瘍

胃カメラ検査

９，０００円ヘリカルCTにより小さな病巣も見つ
けることができます。

～このような方に～
・高血圧の方
・アルコールを長年にわたり
・多量に摂っている方
・たばこを多く吸う方

脳梗塞・脳出血・脳腫瘍
くも膜下出血など頭部ＣＴ

１１，０００円肺がん胸部ＣＴ

１１，０００円肝臓がん・膵臓がんなど腹部ＣＴ

３，０００円X線で骨の強さを測定します。骨粗鬆症骨密度測定

２，５００円痰で細胞の検査をします。肺がん喀痰検査

２，５００円肝炎ウィルスの感染を診断し
ます。
・倦怠感、食欲不振、発熱など
の症状がある方

基
本
検
診
の
採
血
で
検
査
で
き
ま
す
。

Ｂ型肝炎ウィルスの検査ＨＢｓ抗原

２，５００円Ｃ型肝炎ウィルスの検査ＨＣＶ抗体

２，５００円エイズ抗体を検出します。エイズウィルスの検査ＨＩＶ抗体

１，８００円喫煙・飲酒などが危険因子とさ
れています。早期発見、早期治
療で治癒率は高くなります。

肝臓がんＡＦＰ腫
瘍
マ
ー
カ
ー

１，８００円大腸がん・直腸がん・膵臓がんＣＥＡ

２，３００円膵臓がん・胆のうがん・胆管がんＣＡ１９－９

２，５００円
５０歳以上の男性に多く、頻尿
や排尿困難がある方前立腺がん・前立腺肥大ＰＳＡ

７００円輸血に適合する血液型を判定ＡＢＯ式・Ｒｈ式血液型検査

セットで

４，０００円
２，５００円細胞を採取して診断します。子宮内膜症・子宮筋腫・子宮頸がん子宮がん検診婦人科

検診 ２，５００円超音波による精密な検査です。乳がん乳がん検診

� ���������

■国保人間ドック健診料・自己負担額■

そ の 他 オ プ シ ョ ン 料 金自 己 負 担 額基本健診料助 成 の 受 け ら れ る
指 定 医 療 機 関

子宮がん・乳がん検診及び前立腺がん検診は、基
本健診に含まれていません。追加検査は別途料
金が必要です。

９，５００円３３，６００円湯沢町保健医療センター

子宮がん、乳がん（触診のみ）、前立腺がんともに基本健
診料に含まれます。１２，０００円３７，８００円ゆきぐに大和総合病院

子宮がん、乳がんは基本健診料に含まれますが、前立腺
がんは別途料金が必要です。１２，０００円３７，８００円小 千 谷 総 合 病 院

※保健医療センターの追加検査項目料金等は、下記の表をご覧ください。
　なお、立川綜合病院は、平成１７年度より指定医療機関ではなくなりました。

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
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ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク

年
に
一
度
は
人
間
ド
ッ
ク

国
保
が
助
成
し
ま
す

国
保
が
助
成
し
ま
す

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、が
ん
な
ど
の
成
人
病
は
、自
覚
症

状
の
な
い
ま
ま
身
体
の
中
で
静
か
に
進
行
し
ま
す
。
早
期

発
見
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１１

３９

の
方
で
、湯
沢
町
に
住
所
を
有
し
、国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
期
間
が
１
年
以
上
の
人
。

・
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
し
て
い
る
人
。

【
申
込
方
法
】

別
紙
申
込
書（
や
ま
ぶ
き
色
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

住
民
課
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
込
書
は
、住
民
課

窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

（
昨
年
ま
で
は
、
対
象
者
に
申
込
は
が
き
を
送
付
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
送
付
し
ま
せ
ん
。）

【
申
込
期
限
】

４
月　

日
（
金
）

１５

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
国
保
年
金
係

℡
７
８
４
・
３
４
５
３



(3)

こ
の
冬
の
除
雪
・
消
雪
に
つ
い
て

今
年
の
積
雪
は
、
１
月
下
旬
よ
り

連
日
の
降
雪
で
、
２
月
６
日
に
は
、

役
場
地
点
で
、２
ｍ　

㎝
を
記
録
し
、

９０

昭
和　

年
以
来
の
豪
雪
（
役
場
地
点

５９

で
最
高
３
ｍ　

㎝
を
記
録
）と
な
り

７９

ま
し
た
。

消
雪
井
戸
が
枯
渇
す
る
所
が
多

く
、
除
雪
が
間
に
合
わ
な
い
状
況
と

な
っ
た
道
路
も
あ
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
不
便
を
感
じ
ら
れ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
豪
雪
時
の
対
応
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。、
ま

た
、
多
く
の
方
々
か
ら
除
雪
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。

越
後
湯
沢
駅
前
東
口
駐
車
場

４
月
か
ら　

月
ま
で
は
送
迎
駐
車
場
と
し
て
無
料
開
放

１１

平
成　

年
度
よ
り
管
理
人
を
配
置
し
、
有
料
駐
車
場
と
し
て
管
理

１５

し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
よ
り
４
月
か
ら　

月
ま
で
は
、
送
迎

１７

１１

駐
車
場
と
し
て
無
料
開
放
し
ま
す
。

越
後
湯
沢
駅
へ
の
送
迎
を
目
的
と
し
た
駐
車
場
で
す
の
で
、　

分
６０

間
を
超
え
な
い
範
囲
で
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
「
オ
ー
ロ
ラ
」

６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
営
業
に
変
更

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
「
オ
ー
ロ
ラ
」（
平
成
４
年
７
月
〜
）
の
営
業
期

間
は
、
平
成
５
年
以
来
、
４
月
下
旬
か
ら　

月
末
日
ま
で
で
し
た
が
、

１０

夏
期
以
外
は
、
大
幅
な
赤
字
運
営
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
平
成　

年
度

１７

よ
り
、
６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
営
業
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

春
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
水
泳
教
室
や
ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
誠
に
心
苦
し
い
限
り
で
す
が
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

℡
７
８
４
・
４
８
５
２
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効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
て

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
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平
成　

年
度
か
ら
見
直
し
を
し
ま
す
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今年の積雪状況（湯沢町役場地点）
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お
知
ら
せ１月５日～３月２日



●
前
納
報
奨
金
制
度
が
廃
止
に
な

り
ま
す

前
納
報
奨
金
制
度
は
、
固
定
資

産
税
と
町
県
民
税
の
税
額
が
４
期

に
分
け
ら
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
、

第
１
期
の
納
期
限
ま
で
に
第
１
期

か
ら
第
４
期
ま
で
の
税
額
を
一
括

納
付
し
た
場
合
、
報
奨
金
が
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
財
政
状
況

や
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
平
成

　

年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と

１７な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
ま
で
口
座
振
替
に
よ

る
一
括
納
付
を
さ
れ
て
い
た
方
に

は
、
振
替
方
法
に
つ
い
て
の
回
答

を
い
た
だ
く
た
め
に
、
返
信
用
は

が
き
を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、

前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、

平
成　

年
度
分
か
ら
各
期
ご
と
の

１７

口
座
振
替
納
付
に
変
更
希
望
さ
れ

る
方
で
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

町
で
は
町
税
等
の
納
付
に
あ

た
っ
て
は
、
お
支
払
い
に
便
利
な

「
預
金
口
座
振
替
制
度
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
よ
う
勧
め
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
お
申
込

み
い
た
だ
い
た
方
の
預

金
口
座
か
ら
自
動
的
に

納
税
す
る
制
度
で
す
。
こ

れ
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
納
付
の
た

び
に
金
融
機
関
等
へ
出
向
く
必
要

が
な
く
、
う
っ
か
り
忘
れ
る
心
配

も
あ
り
ま
せ
ん
。

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

申
込
希
望
の
方
は
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
申
込
用
紙
等
を
送
付

し
ま
す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
開
始
し
ま
す

平
成　

年
度
か
ら
町
税
及
び
上

１７

下
水
道
料
の
お
支
払
い
が
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

町
か
ら
送
付
し
て
い
る
納
付
書

が
、町
税
は
５
月
か
ら
、上
下
水
道

料
は
７
月
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
ー
で
も
取
扱
が
で
き
る

バ
ー
コ
ー
ド
付
様
式
に
変
更
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
納
付
場
所

（
金
融
機
関
、郵
便
局
等
）に
新
た
に

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
が
加

わ
る
の
で
、
曜
日
や
時
間
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
、
支
払
い
手
数
料

無
し
で
、
い
つ
で
も
お
支
払
い
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
平
成　

年
度
当
初
の

１７

納
付
書
を
お
届
け
す
る
際
に
ご
案

内
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

収
納
課

℡
７
８
４
・
３
０
５
６ 

(4）広報ゆざわ　H１７．３．２７
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湯沢町町税滞納額の推移
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国
民
の
三
大
義
務
の
一
つ
で
あ
る「
納
税
」。
こ
の

義
務
を
怠
る
と
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。
税
金
に
は
納
期
限
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
を
過
ぎ
て
も
払
わ
な
い
場
合
は
、「
督
促
状
」

が
発
送
さ
れ
ま
す
。
地
方
税
法
で
は
、
こ
の
督
促
状

を
発
送
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
、　

日
を
経
過
し
た

１０

日
ま
で
に
完
納
し
な
い
と
き
は
、滞
納
者
の
財
産
を
、

直
ち
に
差
押
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、　

日
を
経
過
し
た
か
ら
と
い
っ

１０

て
差
押
は
行
わ
ず
、
そ
の
方
の
生
活
を
脅
か
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
催
告
し
た
り
、
町
税
吏
員
が
自
宅

に
徴
収
に
行
く
と
い
っ
た
方
法
が
取
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
催
告
等
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
当
な
理

由
か
ら
納
税
に
協
力
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
い
よ

い
よ
「
滞
納
処
分
」
と
な
り
ま
す
。

滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
は
、
そ
の
滞
納
者
の
全
て

の
財
産
（
一
部
差
押
禁
止
財
産
を
除
く
）
を
対
象
と

し
ま
す
。
例
え
ば
、
給
与
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
不

動
産
、
自
動
車
等
が
差
押
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

税
は
、
不
当
な
理
由
で
払
わ
ず
に
済
む
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
期
限
に
納
付
さ
れ
た

方
と
の
公
平
を
保
つ
た
め
に
、
湯
沢
町
で
も
納
税
に

ご
協
力
い
た
だ
け
ず
、
や
む
を
得
ず
差
押
を
行
う
件

数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
納
付
で
き
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、

早
め
に
収
納
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税
金
は
納
付
し
な
い
と

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
？



(5)

障
害
の
あ
る
方
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
積
極
的
に
社
会
参
加

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
で

は
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
方
】

町
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
、
も
し

く
は
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方

【
受
付
】

３
月　

日
（
木
）
〜

３１

【
申
請
・
利
用
方
法
】

①
印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
も
し

く
は
療
育
手
帳
、
精
神
保
健
福

祉
手
帳
を
持
参
し
て
、
福
祉
保

健
課
で
交
付
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

②
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、
年
間
分

と
し
て　

枚
（
１
ヶ
月
当
り
２

24

枚
）が
交
付
さ
れ
ま
す
。申
請
が

遅
れ
る
と
交
付
さ
れ
る
枚
数
も

少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
利
用
の
際
は
、
タ
ク
シ
ー
を
降

り
る
と
き
に
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
保
健
福

祉
手
帳
を
提
示
し
、
利
用
券
１

枚
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

④
利
用
１
回
に
つ
き
、中
型
・
小
型

タ
ク
シ
ー
と
も
基
本
料
金
が
無

料
に
な
り
ま
す
。（
基
本
料
金
を

超
え
た
分
は
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
。

※
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
利

１７

３１

用
券
は
、
４
月
以
降
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
保
健
課
福
祉
係

℡
７
８
４
・
４
５
６
０
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平
成　

年
度

１７

心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券

taxitaxi

「「ごみ収集カレンダー」「ごみの分け方・出し方」ごみ収集カレンダー」「ごみの分け方・出し方」
を配布していますを配布しています

ごみ収集カレンダー　主な変更点
変更内容

種類地
区 平成１７年度平成１６年度

月に１回月に２回ダンボール全
地
区

８月に２回、１月に２回月に１回ペットボトル

８月に２回、１月に２回月に１回空き缶

現
在
、
平
成　

年
度
の
「
ご
み
収

１７

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
及
び
「
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方
」
を
各
町
内
の
衛
生

組
合
代
議
員
さ
ん
を
通
し
て
、配
布

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

主
な
変
更
点
、注
意
点
は
表
の
と

お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
環
境
生
活
係

℡
７
８
４
・
３
４
５
３

� ������������������������������������

注意点
①雪囲い等の木材は、環境衛生センター（塩沢町）へ直接搬入してください。
長さ５ｍ・太さ５０cmまで受け入れします。
②アルミ缶のキャップ（本体と材質が同じ）は、本体につけたままでも収集し
ます。

③ペットボトルの収集は、       のマークがついている容器に限ります。

④指定袋以外の袋で出されたごみは収集しません。これは、指定袋と同程度
の大きさの袋に「買い物袋用専用シール」を貼って出される方がいるから
です。「買い物袋用専用シール」の間違った使用方法ですので必ず指定袋で
出してください。
⑤毎月２９日はごみ減量の日です。収集はお休みします。（１２月は除く）



今
回
の
テ
ー
マ

「
こ
こ
ろ
の
健
康
②
」

「
腹
痛
が
治
ら
な
い
」「
ひ
ど
い
怪

我
を
し
た
」な
ど
、そ
ん
な
と
き
は

誰
も
が
、「
お
医
者
さ
ん
に
行
か
な

く
て
は
」
と
思
い
ま
す
。「
気
分
が

沈
む
」「
眠
れ
な
い
」
と
い
う
の
も

同
じ
こ
と
、
心
が
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
早

め
の
手
当
が
、
元
気
を
取
り
戻
す

近
道
で
す
。

●
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
！

家
族
、
友
人
な
ど
に
話
し
て
み

た
り
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相

談
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
い
い
の

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
病
院
に

行
く
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
る
と
き

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
身
近
な
人
の

不
調
を
感
じ
た
と
き
は
？

家
族
や
身
近
な
友
人
の
顔
を
思

い
浮
か
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。「
そ
う

い
え
ば
最
近
元
気
が
な
い
な
」
と

い
う
人
が
い
ま
せ
ん
か
？

心
の
不
調
を
抱
え
て
い
る
と
、

仕
事
や
生
活
上
で
こ
れ
ま
で
と
は

違
っ
た
変
化
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

自
分
で
は
不
調
に
気
づ
い
て
い
な

い
こ
と
も
多
い
で
す
し
、
自
覚
症

状
が
あ
っ
て
も
「
迷
惑
は
か
け
ら

れ
な
い
」「
心
配
を
か
け
た
く
な

い
」
と
無
理
を
重
ね
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

「
最
近
、体
調
は
ど
う
で
す
か
？
」

そ
ん
な
一
言
で
も
い
い
で
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
声
を
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。
聞
き
役
に
徹
す
る
こ
と

は
、
相
手
が
安
心
感
を
持
つ
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
子
ど
も
の

こ
こ
ろ
の
不
調
に
つ
い
て

朝
、「
学
校
へ
行
き
た
く
な
い
」

な
ど
の
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
が
出
る

こ
と
は
、よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。そ

ん
な
時
、
家
族
は
子
ど
も
に
ど
う

対
応
す
る
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
に
安
心
感
を

も
た
ら
す
一
番
の
栄
養
は
「
自
分

の
気
持
を
わ
か
っ
て
く
れ
て
い

る
」
と
い
う
体
験
を
積
む
事
で
す
。

親
子
の
信
頼
関
係
も
こ
の
よ
う
な

体
験
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
い
き
ま

す
。

「
学
校
へ
行
き
た
く
な
い
」
と

言
っ
た
ら
、
ま
ず
、「
そ
う
か
学
校

へ
行
き
た
く
な
い
ん
だ
ね
」
と
子

ど
も
の
こ
こ
ろ
を
受
止
め
た
と
い

う
サ
イ
ン
を
返
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

 

むむ
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

３
/
３
/　
 
「「
３
歳
児
歯
科
健
診
」

３
歳
児
歯
科
健
診
」

１０１０

こ
れ
か
ら
も
歯
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

（  
）
は
町
内
、
保
護
者
名
（
敬
称
略
）

剣
持　
 
里
瑠 
さ
ん

り

る

　
（
堰
場
、
守
・
ゆ
か
り
）

佐
藤　
 
悠
奈 
さ
ん

ゆ
う
な

　
（
石
白
、
剛
志
・
由
里
子
）

森
下　
 
怜
苑 
さ
ん

れ
お
ん

　
（
大
島
、
繁
喜
・
美
紀
）

高
橋　
 
礼 
さ
ん

れ
い

　
（
湯
元
、
五
輪
夫
・
麻
里
子
）

渡
辺　
 
真
衣 
さ
ん

ま

い

　
（
添
名
、
弘
之
・
直
江
）

林　
 
玲
奈 
さ
ん

れ

な

　
（
諏
訪
、
善
彦
・
弘
子
）

高
橋　
 
裕
大 
さ
ん

ひ
ろ
お

　
（
上
中
、
慎
一
・
さ
え
子
）

山
田　
 
航
生 
さ
ん

こ
う
き

　
（
栄
町
、
宏
行
・
由
貴
子
）

川
村　
 
祥
平 
さ
ん

し
ょ
う
へ
い

　
（
駅
通
、
竜
平
・
友
絵
）

 

(6）広報ゆざわ　H１７．３．２７

健康ほっと情健康ほっと情報報
保健センター
　℡７８４－３１４９
在宅介護支援センター
　℡７８４－３０００

第１１号第１１号

こ
ん
な
態
度
が
○

・
相
手
の
気
持
を
理
解
し
、
一

緒
に
考
え
る
姿
勢
を
示
す
。

・
相
談
内
容
を
他
人
に
も
ら
さ

な
い
。

・
病
院
な
ど
へ
付
き
添
う
。

こ
ん
な
態
度
は
×

・
途
中
で
話
を
さ
え
ぎ
る
。

・
批
判
や
評
価
を
す
る
。

・
励
ま
し
た
り
叱
っ
た
り
す
る

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
せ
ず
、

他
人
に
相
談
す
る
。

・
無
理
に
気
晴
ら
し
や
旅
行
に

誘
う
。



(7)

町
で
は
、
足
腰
の
痛
み
が
な
く
、

寝
た
き
り
に
な
ら
ず
生
き
生
き
元

気
に
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
生
活
を
目

指
し
、「
温
水
健
康
体
操
教
室
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

水
泳
が
苦
手
な
人
で
も
大
丈
夫

で
す
。
水
に
顔
を
つ
け
る
こ
と
な

く
、
水
の
特
性
を
利
用
し
運
動
す

る
こ
と
で
、足
・
腰
に
か
か
る
負
担

を
少
な
く
、
筋
力
ア
ッ
プ
や
丈
夫

な
骨
づ
く
り
を
し
、
寝
た
き
り
や

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

申
込
書
と
ク
ラ
ス
分
け
を
す
る

た
め
の
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

に
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
日
程
・
ク
ラ
ス
】

　

人
定
員
の　

ク
ラ
ス
と
し
、

２０

１０

年　

回（
週
１
回
）を
予
定
し
て
い

４６
ま
す
。

（
曜
日
の
変
更
も
あ
り
ま
す
。） 

【
会
場
】

健
康
増
進
施
設

（
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

【
受
講
料
】

○
サ
ポ
ー
ト
・
ゆ
っ
く
り
ク
ラ
ス

６
０
０
円
×
月
の
回
数

○
し
っ
か
り
ク
ラ
ス

５
０
０
円
×
月
の
回
数

※
継
続
参
加
を
推
進
す
る
た
め

月
謝
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
受
講
料
は
前
月
末
日
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。（
４
月
分

は
初
回
参
加
時
）

【
申
込
期
限
】

４
月
１
日
（
金
）

※
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
に

は「
決
定
通
知
書
」を
４
月
上
旬

に
お
送
り
し
ま
す
。

※
平
成　

年
度
は
、
４
月
８
日

１７

（
金
）
か
ら
の
予
定
で
す
。

【
ク
ラ
ス
内
容
】

 
○
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ス

一
人
で
は
ち
ょ
っ
と
心
配
だ
な

と
い
う
方
に
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。保
健
師
・
看
護

師
・
バ
ス
送
迎
つ
き

○
ゆ
っ
く
り
ク
ラ
ス

血
圧
・
心
臓
な
ど
不
安
定
な
方
。

ま
た
ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
で
行
い
た

い
方
。
看
護
師
・
バ
ス
送
迎
つ
き

○
し
っ
か
り
ク
ラ
ス

膝
腰
に
少
し
痛
み
は
あ
る
が
、

し
っ
か
り
元
気
に
動
け
る
方
。
バ

ス
送
迎
な
し
。

※
ク
ラ
ス
ご
と
に
強
度
を
か
え
筋

肉
・
骨
づ
く
り
の
内
容
を
指
導

し
ま
す
。

※
体
力
測
定
な
ど
で
身
体
の
変
化

も
確
認
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
７
８
４
・
３
０
０
０

℡
７
８
０
・
６
１
９
９

 

�����
曜日

時間

ゆっくり
③

しっかり
③

しっかり
②

サポート
②

ゆっくり
①

午後１時３０分
～２時３０分

しっかり
⑤

しっかり
④（男性）

ゆっくり
②

しっかり
①

サポート
①

午後２時３０分
～３時３０分

 温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
参加者募集

４月 のけんこつ体操教室
時間日会場

１３:３０～１５:００７日�三 俣 集 会 所

１０:００～１１:３０８日�
 ２２日�神立中央集会場（田中）

９:３０～１１:００１２日�
２６日�神立中央会館（栄町）

９:３０～１１:００１２日�
２６日�小 坂 集 会 所

１０:００～１１:３０

４日�
１１日�
１８日�
２５日�

農山村開発総合センター

１０:００～１１:３０６日�松川生活改善センター

１０:００～１１:３０１３日�
２７日�下 湯 沢 公 民 館

１０:００～１１:３０

７日�
１４日�
２１日�
２８日�

総 合 福 祉 セ ン タ ー

◎タオル、お茶などの飲み物を持ってきてください。
【参　加　費】　２００円（申し込みは不要）
【問い合わせ】　在宅介護支援センター　℡７８４－３０００



水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

水
道
課
で
は
、
平
成　

年
度
の

１７

水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

水
質
検
査
計
画
と
は
、
水
質
基
準

の
適
合
状
況
を
把
握
す
る
た
め
不

可
欠
で
あ
る
水
質
検
査
を
適
正
に

行
う
た
め
に
、検
査
場
所
、検
査
項

目
、
検
査
回
数
な
ど
を
定
め
た
も

の
で
す
。

こ
の
水
質
検
査
計
画
は
、
湯
沢

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
く
ら
し
の

情
報
」で
公
開
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

水
道
課
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

水
道
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

施
設
の
設
置
後
、
年
数
を
経
過

し
た
老
朽
施
設
や
新
た
に
必
要
に

な
っ
た
施
設
を
計
画
的
に
整
備
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
新
設
、

改
良
及
び
修
繕
な
ど
は
、
皆
さ
ん

か
ら
お
支
払
い
し
て
い
た
だ
く
水

道
料
金
、
国
か
ら
の
補
助
金
等
に

よ
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成　
１６

年
度
に
行
っ
た
主
な
施
設
整
備
は

下
記
の
表
と
お
り
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

水
道
課
管
理
係

℡
７
８
４
・
４
８
５
３

(8）広報ゆざわ　H１７．３．２７

整備理由工事区間等整備名

道路改良工事にあわせた未整備
区間への配水管新設工事

町道中川線（谷地）中川線配水管新設

老朽化した内壁の補修及び塗装城平配水池（No.３）上水高区配水池内塗装補修

老朽送水管（石綿管）の布設替工
事

万年橋～魚野川下流約３００ｍ堰場松川線送水管他布設替

公共下水道工事にあわせた老朽
配水管の布設替工事

岩原地内岩原地内配水管布設替

公共下水道工事にあわせた老朽
送水管の布設替工事

上谷後～旭原振興センター谷後線送水管布設替

公共下水道工事にあわせた老朽
配水管の布設替及び未整備地区
への配水管新設工事

芝原地内（荒戸芝原線）芝原地内配水管新設

管理を容易にするために電気計
装設備を新設
（電源立地地域対策交付金事業）

中部北陸自然歩道沿い
（二居低区配水池）

二居簡易水道施設整備
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水水
道道
課課
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
償
配
布

日
本
郵
政
公
社
は
、
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
対

す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を
更
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
重

度
の
身
体
障
害
者
の
方
及
び
重
度
の
知
的
障
害
者
の
方
で
希
望
さ

れ
る
方
に
、
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒
に
く
ぼ
み

入
り
通
常
郵
便
葉
書
を
入
れ
て
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

《
配
布
の
対
象
》

重
度
の
身
体
障
害
者
（
１
級
又
は
２
級
の
方
）

重
度
の
知
的
障
害
者
（
療
育
手
帳
に
「
A
」（
又
は
１
度
、
２
度
）

と
表
記
さ
れ
て
い
る
方
）

《
受
付
期
間
》

４
月
１
日
（
金
）
〜
５
月　

日
（
火
）

３１

《
配
布
葉
書
》

く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
葉
書

《
配
布
枚
数
》

１
人
に
つ
き　

枚
２０

《
申
出
の
方
法
》

お
近
く
の
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
に
よ
っ
て
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
（
こ
の
場

合
は
「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」
と
明
記
し
た
適
宜
な
用
紙

に
、
手
帳
の
種
類
、
手
帳
番
号
、
級
別
又
は
程
度
、
住
所
又
は
居
所
及

び
氏
名
を
記
入
し
郵
送
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

※
く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
葉
書
は
、
葉
書
の
上
下
・
表
裏
が
分
か
る

よ
う
に
表
側
左
下
の
一
部
に
半
円
形
の
く
ぼ
み
が
入
っ
て
い
る

郵
便
葉
書
で
あ
り
、
全
国
の
郵
便
局
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

湯
沢
郵
便
局

℡
７
８
４
・
２
０
７
０　
�
７
８
４
・
４
７
９
１

�

�

�

�

��������������������������������������������

��������������������������������������������
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(9)

こ
の
運
動
は
、『
火
を
消
し

た
？　

い
つ
も
心
に　

き
い
て

み
て
』
を
統
一
標
語
と
し
て
、
県

で
は
効
果
的
な
運
動
を
展
開
す

る
た
め
に
、
４
月
１
日
（
金
）
か

ら
７
日
（
木
）
ま
で
の
７
日
間
に

わ
た
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

防
火
思
想
の
一
層
の
高
揚
を
図

り
、
出
火
防
止
と
死
傷
事
故
及

び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

南
魚
沼
地
域
で
は
、
平
成　
１６

年
中
、　

件
（
前
年
比　

件
減

３２

１１

少
）
の
火
災
が
発
生
し
、
こ
の
う

ち
、
住
宅
火
災
が　

件
で
３
人

１０

の
犠
牲
者
が
で
て
い
ま
す
。
損

害
額
は
約
９
千
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

出
火
原
因
は
ス
ト
ー
ブ
、
コ

ン
ロ
、
電
気
関
係
な
ど
が
上
位

を
占
め
、
天
ぷ
ら
鍋
の
火
の
消

し
忘
れ
に
よ
る
火
災
も
相
変
わ

ら
ず
、
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
は
、「
ま
さ
か
、
う
ち

に
限
っ
て
火
事
に
な
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。」
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
ほ
と
ん
ど
の
火
災
が
、

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

恐
ろ
し
い
火
災
か
ら
尊
い
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
、
こ
の

機
会
に
、
日
ご
ろ
の
心
構
え
な

ど
、
家
族
で
再
確
認
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

魚
沼
消
防
本
部

℡
７
８
２
・
９
１
１
９

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署

℡
７
８
４
・
３
３
７
７ 

油流出事故に気をつけて！
◆給油中はその場を離れない
◆油タンクのバルブを完全に閉めたか確認
◆除雪する際は、油の配管を破損しないように注意
◆屋外の配管が雪、融雪により破損しないように注意
◆油送設備の操作ミス、誤操作に注意
※誤って油を漏えいさせてしまった、または、水路、河川などに油が流れているのを発見したときは、
魚沼消防署湯沢分署（℡７８４－３３７７）、南魚沼警察署（℡７７０－０１１０）、役場住民課（℡７８４－３４５３）
へすぐに連絡してください。
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春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
ののののののののののののののののののののの
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

の
火
災
予
防
運
動

４
月
１
日
〜
７
日

火災から　いのちを守る　７つのポイント
●３つの習慣
◎寝たばこは、絶対にしない。
◎ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
◎ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
●４つの対策
◎逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。（一般住宅
への設置義務について法制化が検討されています。）

◎寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
◎火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
◎お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を
つくる。



◆
こ
ん
な
に
あ
る

子
ど
も
が
被
害
者
に
な
る
犯
罪 

平
成　

年
中
に
、
子
ど
も
が
被
害
者

１６

に
な
っ
た
犯
罪
は　

万
５，
６
７
５
件

３５

で
、
全
刑
法
犯
罪
の
被
害
件
数
の
１
割

強
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
傷
害
や
恐
喝
、
暴
行
、

強
制
わ
い
せ
つ
、誘
拐
な
ど
、子
ど
も
の

生
命
に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
重
大
な
犯

罪
行
為
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、こ

う
し
た
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪

で
は
、誘
拐
や
わ
い
せ
つ
行
為
、恐
喝
な

ど
の
割
合
が
、
大
人
が
被
害
者
と
な
る

犯
罪
よ
り
は
る
か
に
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。犯

罪
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
年
齢
も
、

幼
稚
園
児
の
よ
う
な
未
就
学
児
童
か
ら

高
校
生
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

◆
一
人
の
と
き
に
ね
ら
わ
れ
る 

犯
罪
者
は
常
に
、
子
ど
も
が
一
人
に

な
る
場
面
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
公
園
で
遊
ん
で
い
る
と
き
、

幼
稚
園
や
学
校
へ
通
う
途
中
、
商
店
街

や
デ
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー

ト
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
な
ど
。
こ
う

し
た
、
子
ど
も
が
一
人
で
い
る
と
き
が

危
な
い
の
で
す
。

「
お
こ
づ
か
い
あ
げ
る
か
ら
、
い
っ

し
ょ
に
お
い
で
」「
お
母
さ
ん
が
病
院
に

運
ば
れ
た
よ
。
い
っ
し
ょ
に
病
院
ま
で

行
こ
う
」
な
ど
、
犯
罪
者
は
、
一
人
で
い

る
子
ど
も
を
見
つ
け
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
言
葉
を
使
っ
て
子
ど
も
に
近
づ
い
て

き
ま
す
。

子
ど
も
は
基
本
的
に
大
人
を
信
用
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、子
ど
も
は
大
人

を
目
の
前
に
し
て
、
そ
の
大
人
が
不
審

な
人
物
か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と
が
難

し
く
、
自
ら
の
状
況
を
理
解
で
き
な
い

ま
ま
に
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

ふ
だ
ん
か
ら
、
い
ざ
と
言
う
と
き
の
た

め
の
対
処
法
を
、
子
ど
も
自
身
に
教
え

て
お
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

◆
子
ど
も
を
守
る
「
三
つ
の
約
束
」 

犯
罪
が
行
わ
れ
る
現
場
で
は
、
子
ど

も
は
犯
罪
者
と
、直
接
、向
き
合
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
に
は
、
い
ざ
と
い
う

と
き
、子
ど
も
が
、そ
の
身
を
自
分
自
身

で
守
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
そ
の
対

処
方
法
を
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

実
際
に
、
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け

ら
れ
た
り
、
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
か
れ

そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
、
次
の
三

つ
の
行
動
が
、
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

１．
「
行
か
な
い
」

犯
罪
者
は
、
親
族
や
学
校
関
係
者
を

装
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
子
ど

も
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。
ど
ん
な
と
き

で
も
、「
知
ら
な
い
人
に
は
絶
対
に
つ
い

て
行
か
な
い
」を
徹
底
し
、知
ら
な
い
人

に
名
前
を
聞
か
れ
た
り
、
つ
い
て
く
る

よ
う
に
言
わ
れ
た
り
し
て
も
、
決
し
て

答
え
ず
、同
行
し
な
い
よ
う
、教
え
て
く

だ
さ
い
。 

２．
「
逃
げ
る
」

も
し
も
無
理
に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う

に
な
っ
た
り
、
少
し
で
も
怖
い
と
感
じ

た
り
し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
そ
の
場

か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
際
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、そ
し
て「
こ
ど
も

1
1
0
番
の
家
」な
ど
、ほ
か
の
大
人
の

協
力
が
得
ら
れ
る
場
所
に
向
け
て
逃
げ

る
よ
う
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
無
理
に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う

に
な
っ
た
り
、
少
し
で
も
怖
い
と
感
じ

た
り
し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
そ
の
場

か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
際
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、そ
し
て「
こ
ど
も

1
1
0
番
の
家
」な
ど
、ほ
か
の
大
人
の

協
力
が
得
ら
れ
る
場
所
に
向
け
て
逃
げ

る
よ
う
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

３．
「
声
を
出
す
」

万
が
一
、
不
審
者
に
捕
ま
っ
て
し
ま

い
、
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、「
助
け
て
！
」
と
大
き
な
声
で
周
囲

に
知
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
か
ぎ
っ
て
、
と
ま

ど
っ
て
し
ま
っ
て
大
き
な
声
が
出
な
い
、

助
け
を
呼
べ
な
い
な
ど
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
大
げ
さ
す
ぎ
る
と

考
え
ず
に
、
声
を
出
す
練
習
な
ど
を
す

る
こ
と
も
、
子
ど
も
を
守
る
大
切
な
手

段
の
一
つ
で
す
。

◆
グ
ッ
ズ
で
守
り
、
地
域
で
守
る 

こ
の
ほ
か
に
も
、
子
ど
も
が
出
か
け

る
と
き
に
は
行
き
先
と
帰
り
の
時
間
を

し
っ
か
り
報
告
さ
せ
る
、
防
犯
ブ
ザ
ー

を
持
た
せ
る
、ま
た
、地
域
内
の
人
通
り

の
少
な
い
場
所
や
、
不
審
者
な
ど
が
見

ら
れ
た
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
子
ど
も
と

確
認
し
あ
う
な
ど
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
方
法
は
数

多
く
あ
り
ま
す
。
地
域
の
警
察
署
や
自

治
体
が
主
催
す
る
「
こ
ど
も
防
犯
教
室
」

な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
大
切
な
の
は
、
地

域
の
大
人
の
目
で
す
。

一
人
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見
か

け
た
と
き
は
、
周
囲
に
不
審
な
人
物
が

居
な
い
か
確
認
し
、
不
自
然
な
様
子
の

子
ど
も
連
れ
を
見
か
け
た
と
き
は
、
た

め
ら
わ
ず
に
、
ひ
と
声
か
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
自
身
と
周
囲
の
大
人
の
行
動

の
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
、
子
ど
も

を
犯
罪
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
す
。

(10）広報ゆざわ　H１７．３．２７

行
か
な
い
、
逃
げ
る
、
声
を
出
す

忘
れ
な
い
で　

子
ど
も
を
守
る
三
つ
の
約
束

「
通
学
路
で
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
」「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
で
体
を
さ
ら
わ
れ
た
」「
車
に
連

れ
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
」
―
―
近
年
、
子
ど
も
を
ね
ら
っ
た
犯
罪
報
道
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
る
に
は
、い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
の
心
が
ま
え
を
、ふ
だ
ん
か

ら
子
ど
も
に
教
え
て
お
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　　　　　　　　こども１１０番の家とは？ 　　　　　　
「こども110番の家」は、子どもが犯罪やトラブルに巻き込まれそうになったと
きに、すぐに周囲の大人に、助けを求めることができるようにするための取り
組みです。この子ども 110 番の家に協力している家や店舗には、「こども 110 番
の家」等のステッカーがはり出され、子どもが危険を感じたときには、実際に駆
け込んで助けを求められようになっています。
ふだんから、通学路などにある110番の家の場所を確認しておくことも、子ど
もを犯罪から守る大切な手段の一つです。



(11)

南
魚
沼
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

（
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
交
付
）

生
活
環
境
の
清
潔
、
美
観
及
び

緑
化
な
ど
豊
か
な
自
然
と
南
魚
沼

の
人
情
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
取
り
組
む
地

域
又
は
団
体
を
支
援
す
る
た
め
に

交
付
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
団
体
数

　

団
体

13
○
補
助
金
の
額

・
１
団
体　

万
円
以
内

２０

・
３
ヶ
年
以
内
の
継
続
事
業
も
対

象
○
補
助
率

・
対
象
経
費
の
３
分
の
２

・
継
続
の
場
合
は
、
対
象
経
費
の

２
分
の
１

○
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

団
体
等
の
要
件

・
行
政
区
又
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
団
体

・　

人
以
上
で
構
成
す
る
団
体

１０
・
そ
の
他
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

に
適
す
る
と
認
め
ら
れ
た
団
体

〈
具
体
的
な
事
例
〉

・
生
活
環
境
の
清
潔
、
静
か
さ
及

び
美
観
等
に
関
す
る
こ
と
。

・
社
会
福
祉
の
増
進
、
緑
化
等
の

推
進
に
関
す
る
こ
と
。

・
交
通
安
全
、
防
犯
そ
の
他
生
活

の
安
全
確
保
の
推
進
に
関
す
る

こ
と
。

・
そ
の
他
地
域
の
特
性
と
豊
か
な

自
然
や
南
魚
沼
の
人
情
を
生
か

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
事

業
。

小
中
学
生

国
際
文
化
体
験
学
習
支
援
事
業

南
魚
沼
市
に
あ
る
国
際
大
学
の

留
学
生
や
郡
内
に
居
住
し
て
い
る

外
国
の
方
を
講
師
に
小
中
学
生
の

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
機
会
を

提
供
し
ま
す
。

○
支
援
対
象
団
体
数

３
団
体

○
補
助
金
の
額

１
団
体
５
万
円
以
内

幼
児
生
徒

健
全
育
成
講
師
派
遣
事
業

小
学
校
児
童
、
保
育
所
幼
児
等

を
対
象
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
つ
う
じ
て
、
情
操
教
育
と
心
豊

か
な
人
間
育
成
の
機
会
を
提
供
し

ま
す
。

○
講
師
派
遣
対
象
団
体
数

　

団
体

２０
○
派
遣
講
師
数

１
名

〈
具
体
的
な
内
容
例
〉

・
各
小
学
校
・
保
育
所
な
ど
へ
の

派
遣

①
魚
沼
の
伝
説「
弥
三
郎
ば
さ
」

「
お
松
つ
ぁ
ま
の
池
」
の
絵
本

に
よ
る
昔
語
り
。

②
季
節
や
テ
ー
マ
、
年
齢
に

あ
っ
た
絵
本
・
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
、影
絵
劇
場（
手
作

り
）、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
。

広
域
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業

郡
・
市
内
の
複
数
の
観
光
協
会
、

民
宿
組
合
等
が
、
地
域
の
特
色
や

広
域
的
な
観
光
資
源
を
活
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
実
施
す
る

事
業
を
支
援
し
ま
す
。

○
支
援
対
象
団
体
数

３
団
体

○
補
助
金
の
額

１
団
体　

万
円
以
内

４０

○
補
助
率

対
象
経
費
の
３
分
の
２

 

《
各
種
事
業
の
申
請
期
間
》

○
受
付
期
間

４
月
１
日
（
金
）
〜　

日
（
木
）

28

○
必
要
な
書
類

事
業
実
施
計
画
書

※
申
請
用
紙
は
広
域
連
合
総
務
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ

広
域
連
合
総
務
課
企
画
振
興
係

℡
７
８
２
・
０
８
６
０

広
域
連
合

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
さささささささささささささささささささささ
ととととととととととととととととととととと
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

ふ
る
さ
と
基
金
事
業

第
４
次
六
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

ゆ
と
り
創
造
、
う
る
お
い
創
造
及
び
活
力
創
造
の
各
事
業
の
内

容
を
定
め
、
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平成１７年度その他の事業
○広域交流ミーティングパーティー

南魚沼郡内在住の独身男性、独身女性は在住条件なし
で、男女の出会いの場を提供します。
詳しくは、決まりしだいお知らせします。

○魚沼地域ビジネス交流会

魚沼地域の産業の発展と中小製造業の活性化を目指し、
同業種・異業種を問わず交流する場を、南魚沼郡及び魚沼
市の市町共同で提供します。
平成１７年９月末から１０月中旬ころ開催予定です。
詳しくは、決まりしだいお知らせします。
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高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

よ
ろ
ず
相
談
（
４
月
）

県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
上
所
２
‐
２
‐
２　

新
潟

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階
）で
は
、お

年
寄
り
や
そ
の
家
族
の
方
々
が
抱

え
る
悩
み
ご
と
や
、
心
配
ご
と
の

相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

【
種
類
・
時
間
・
日
】

○
よ
ろ
ず
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

○
専
門
相
談
（
予
約
が
必
要
）

・
法
律
相
談

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

４
日
、　

日
、　

日
、　

日
、　

日

１１

１８

２５

２８

・
医
療
相
談

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

６
日

・
心
の
相
談

午
後
２
時
〜
４
時

　

日
２０

・
公
的
年
金
・
保
険
相
談

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

５
日

・
税
金
相
談

午
前　

時
〜
正
午

１０

８
日

・
健
康
介
護
相
談

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

　

日
１４

【
相
談
電
話
】

０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
６
５

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
中
高
年
の
方
に
役
立
つ
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】

・
４
月
１
日
〜　

日
１７

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
悩
み
ご

と
を
お
聞
き
し
ま
す
。

・
４
月　

日
〜
５
月
１
日

１８

人
に
知
れ
る
前
の
口
臭
対
策

【
相
談
電
話
】

０
２
５
・
２
８
１
・
５
５
５
０

（　

時
間
年
中
無
休
）

２４

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

【
受
付
期
間
】

４
月
１
日
（
金
）
〜
８
日
（
金
）

【
採
用
予
定
人
数
】

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程

約　

人
６０

【
受
験
資
格
】

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生

５６

ま
れ
た
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び

平
成　

年
９
月
ま
で
に
高
等
学

１７

校
を
卒
業
見
込
み
の
者

②
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者

及
び
平
成　

年
９
月
ま
で
に
中

１７

等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

者
③
高
等
専
門
学
校
の
第
３

学
年
の
課
程
を
修
了
し

た
者

④
大
学
入
学
資
格
検
定
に

合
格
し
た
者
等
人
事
院

が
①
、
②
に
掲
げ
る
者

と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
者

【
試
験
日
】

・
第
１
次
試
験

５
月　

日
（
日
）

２２

・
第
２
次
試
験

６
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
木
）

２０

２３

【
試
験
地
】

・
第
１
次
試
験

新
潟
市
他
全
国　

ヵ
所

３５

・
第
２
次
試
験

新
潟
市
他　

ヵ
所

１１

【
問
い
合
わ
せ
】

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

総
務
部
人
事
課

℡
０
１
２
０
・
４
４
４
・
５
７
６

４
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

６
日
（
水
）

　

相
談
員　

井
熊　

秀
夫

　
　
　
　
　

南
雲
ミ
ヨ
シ

　

日
（
水
）

１３
　

相
談
員　

高
橋　

武
成

　
　
　
　
　

杉
本　

芳
枝

　

日
（
水
）

２０
　

相
談
員　

井
熊　

秀
夫

　
　
　
　
　

高
橋
ト
ミ
エ

　

日
（
水
）

２７
　

相
談
員　

橋
本　

秋
治

　
　
　
　
　

杉
本　

芳
枝

【
会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
１
時
〜
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話
（
７
８
４
・
４

１
１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま

す
。

４
月
の
行
政
相
談

都
合
に
よ
り
お
休
み
し
ま
す
。

(12）広報ゆざわ　H１７．３．２７

お
詫
び
と
訂
正

３
月　

日
発
行
の
広
報　

頁
の
「
町
長

１３

１５

日
誌
」
欄
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
深
く

お
詫
び
し
、
次
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○誤
 

１
日　

種
村
県
議
会
議
長
葬
儀

�

○正
 

１
日　

種
村
県
議
会
議
長
母
葬
儀

■湯沢町の交通事故発生状況■

☆シートベルトの着用！
シートベルトは万一の交通事故の時、身
を守る大切な命綱です。必ず着用するよう
心掛けましょう。特に高速道路では、後部座
席の人もシートベルトを着用しましょう。 
☆チャイルドシートの使用！
６歳未満の子供にチャイルドシートを使
用することは、運転者に課せられた義務で
す。子供の命を守るため、必ずチャイルド
シートを正しく取り付けましょう。

増減昨年本年

－５件１５件１０件発 生 件 数

± ０人０人　０人死 亡 者 数

－１０人３１人２１人負 傷 者 数

（１月１日～２月２８日）



(13)

～ ４ 月 の 暦 ～～ ４ 月 の 暦 ～
※問い合わせ　住民課環境生活係�７８４－３４５３ご　み　収　集

三 国 ･ 三 俣土 樽 ･ 神 立湯 沢 西湯 沢 東出 し 方区 分
�・�・��・�・�（２９日休み）（注）のとおり。可 燃 ご み

２０日１５日１９日２１日
紐を十字にかける。

ダ ン ボ ー ル
６日１日５日７日紙 類 ・ 布 類
１３日８日１２日１４日不燃ごみ指定袋に

入れる。
袋を二重にしない
こと。

ペ ッ ト ボ ト ル
１日６日７日５日空 き 缶
８日１３日１４日１２日空 き び ん
１５日２０日２１日１９日その他の不燃ごみ

◎持参するもの：母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具
◎必ず実施時間内においでください。接種料金は無料です。

詳しくは、平成１７年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。

※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内 �７８４－３１４９）予 防 接 種
会 場 ・ 時 間対 象種 類日

保健医療センター内
健康増進施設

 

１４：００～１５：００

生後６ヶ月に達するまでに１回接種Ｂ Ｃ Ｇ５�

１期：生後３～９０ヶ月の間に３～８週間の間隔で３回接種
１期追加：３回目接種後、おおむね１２～１８ヶ月おいて１回接種

三 種 混 合１２�

１期：生後６～９０ヶ月の間に１～４週間の間隔で２回接種
１期追加：２回目接種後、おおむね１年おいて１回接種

日 本 脳 炎１９�

生後１２～９０ヶ月の間に１回接種
（１歳になったらすぐに受けることが望ましい）

麻 し ん２６�

※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内�７８４－３１４９）保 健 衛 生 行 事
会 場時 間対 象種 目日
や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン５�
保健医療センター１２:００～１６:００申込者リ ハ ビ リ６�
や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン

１２�
総合福祉センター１６:００～１７:００母 子 手 帳 発 行
保健医療センター１２:００～１６:００申込者リ ハ ビ リ１３�
総合福祉センター１３:００～１３:１０Ｈ１５．８月～１０月生まれ１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診１４�
や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン

１９�
総合福祉センター９:００～ ９:１０Ｈ１６．３月～５月生まれ１ 歳 児 健 診
保健医療センター１２:００～１６:００申込者リ ハ ビ リ２０�
や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン

２６�
総合福祉センター１６:００～１７:００母 子 手 帳 発 行
保健医療センター１２:００～１６:００申込者リ ハ ビ リ２７�

乳幼児予防接種カレンダーについて
平成１７年度乳幼児予防接種カレンダーを平成１２年４月から平成１７年３月生まれのお子さんのい
るご家庭に３月３１日までにお届けします。
４月以降、転入・町内転居などでお手元に届かない方はお問い合わせください。

中子ストックヤード（℡７８７－４７９０）の開場日は、４月より次のとおり変更になります。
◎開場日…毎週火曜日（祝・祭日は休み）　◎時間…午前９時～午後４時



(14）広報ゆざわ　H１７．３．２７

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

３
月
４
日

３
月
８
日

３
月　

日
１３

梅
沢

片
桐

高
橋

京
子

留
吉

ウ
メ
オ

さ
ん

さ
ん

さ
ん

　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

３
月
４
日

高
橋

 
瑠
伽 
る

か

さ
ん

※問い合わせ　日曜・祝日�休日救急診療所　℡７７３ － ６６８８

その他の日�魚沼消防本部　　℡ ７８２ － ９１１９

℡ ７８２ － １９９１
（テレホンガイド）

※脳神経外科の休日救急医療�斎藤記念病院　℡７７３－５１１１

４月の救急診療当番

外　　科内　　科受　付　時　間日

六 日 町 病 院�７８０－６５４３保 健 医 療 セ ン タ ー１２：００   ～  １８：００
２�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００
３�

ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００

ゆきぐに大和総合病院�７８４－２４１０高 橋 医 院１２：００   ～  １８：００
９�

ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００
１０�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

六 日 町 病 院�７８３－５５００中 山 医 院１２：００   ～  １８：００
１６�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００
１７�

ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００

ゆきぐに大和総合病院�７８２－０５２４中 之 島 診 療 所１２：００   ～  １８：００
２３�

ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００
２４�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００
２９�

ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００

六 日 町 病 院�７８２－０１３０荒 川 診 療 所１２：００   ～  １８：００
３０�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

まちのうごきまちのうごき
（前年比）３月１日現在２月届出分

（＋  6）4,369男1出生

（－ 49）4,482女6死亡

（－ 43）8,851計25転入

（＋ 41）3,202世帯20転出

ロープウェー・コマクサの湯
お休みのお知らせ

点検整備のため、４月４日（月）から
２２日（金）までロープウェー及びコマク
サの湯はお休みします。
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